このような症状が続いていませんか
膠原病は、初期には症状がはっきりせず、「疲れのせい」「年齢のせい」などと考えられていることもあります。
次のような症状が続く場合や、複数の症状が重なっている場合には、かかりつけ医に相談し、必要に応じて膠原病リウマチ内科を受診してください。

発熱・全身の症状
1. 原因の分からない微熱や発熱が続く 
1. 強い倦怠感が続く 
1. 食欲低下や体重減少がある 
1. リンパ節の腫れを繰り返す 
関節・筋肉の症状
1. 朝、手指がこわばる 
1. 手指や足の指の関節が腫れる 
1. 複数の関節が痛む 
1. 関節痛が長く続く 
1. 階段を上る、椅子から立つ、腕を上げるなどの動作がつらい 

皮膚・血管の症状
1. 顔や身体に原因不明の発疹が出る 
1. 日光に当たると発疹が出たり、体調が悪くなったりする 
1. 手指が冷えると白色や紫色になる 
1. 指先に治りにくい傷や潰瘍ができる 
1. 皮膚が硬くなったように感じる 
1. 脱毛や口内炎を繰り返す 
目・口・唾液腺の症状
1. 目が乾く、ごろごろする 
1. 目薬を頻繁に使用する 
1. 口が乾き、水がないと食事をしにくい 
1. 耳の下や顎の下が繰り返し腫れる 
肺・心臓の症状
1. 痰の出ない咳が続く 
1. 階段や坂道で息切れがする 
1. 深く息を吸うと胸が痛む 
1. 動悸や胸の違和感がある 

腎臓・血液の異常
1. 尿が泡立つ 
1. 尿に血が混じる 
1. 足や顔がむくむ 
1. 健康診断で蛋白尿や血尿を指摘された 
1. 白血球、赤血球、血小板が少ないと指摘された 
1. 腎機能の低下を指摘された 
これらの症状があるからといって、必ずしも膠原病であるとは限りません。しかし、症状が続く場合や、一般的な治療を受けても改善しない場合には、専門的な評価が必要になることがあります。

